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Kakehi et al (1996)の見出し語をもとに自らのデータベースを構築しているのであるが， Kakehi et al (1996) 
がオノマトペ辞典として確圏たる地{立を築いていることは周知のことである。
vcvc基語の最初の母音を V1， 2番目の母音を V2として1196諾のなかの母音の分布を示したものが
表(1)である。表(2)は表(1)の具体例のごく一部を示したものである。
???
V1 V2 1 u 巴 。 a total 
1 霊童 32 2 30 77 189 
註 28 霊童 12 22 114 271 
巳 6 4 重量 34 51 98 
。 58 56 21 護護 77 357 
a 61 60 l 16 襲撃 281 
1196 
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tibi siku hiso plra 
gubi butu 訂lUme gusyo S臼ra
u 





net1 teku neto peta 
tyobi potu dote goto bosya 。
poki zoku poke toro pota 
p総i tapu dabo kata 
昌 sa立le
kari waku mago wana 
表(1)に挙げたデータの実際の分析の前に， CVCV基語について少し嬬足しておかなければならない。
CVCV基諾とはオノマトベを構成する最小の基本語のことで， (2)に記載しているものがそれに当たる。
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しかし，一般にはこれらの基本語だけで実際のオノマトベが成立しているわけではない。基本諾を繰り返
したり (p法印刷)，基本語の語末に促音，接音，長音を加えたりして (p汰iQ，pakiN， pakiR)実際のオノ
マトベは作られているのである (Qは促音， Nは接音， Rは長母音の第2母音)。
表(1)に記載の数字は角関 (2007)，ひいては Kakehiet al (1996)に記載されている CVCV基詩をもっ見
出し語の数であるが，しかし，援音や促音などの特殊音が付いたオノマトベとそれが付かないオノマトベ
を異なった語義として扱うべきであるかどうかは疑問の余地があろう。たとえば， pakiQ， pakiN， pakiR， 
paki-pakiはすべてpakiから派生していることは疑いがなく，したがって，真に表のなかにカウントすべ
きは特殊膏や繰り返し部分を省いた paki一つだけではないか，という疑問が生じるかもしれない。さら
に， boto vs. poto， kuru vs. guruに見る有声子者と無声子音の交替， gasa vs. gasya， dota vs. dosyaに見る口










V1 V2 I u 巴 。 a total 
1 25 7 l 14 25 72 
U 11 29 7 8 39 94 
巴 5 3 2 12 20 48 
。 21 16 12 41 29 119 







1母音 (V1 )と第2母音 (V2)が同じであることを示している。後述する/巴/を除いて， /0/と/a/につ
いてはこの線上の数値が最も大きく， /i/と/u/については第2母膏が/a/である場合を掠いてやはりこの




































話題を/0/に転じてみると， /a/と似たような状況が/0/にも生じていることがわかる。つまり， V 1が
/0/で、V2が/i，u/の場合の数値がやはり高いのである。ただし， V 1が/0/の場合とよで見たV1が/a/の
場合とでは，前者が(5)のみを満たす一方で，後者は(5)と(6)の両方を満たすといっ点で異なる。先に適合す
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る制約の数が具現化するオノマトベの数に比例すると述べたが，このことは今の場合にも成り立つ。とい
















ziwa) /， / gira (-gira) /， / pika (欄pika)/， /hita (ゐita)/， /kira (-kira) /など，光や7](，その他の物質が進む様態
を表すものが多く含まれている。また， / nita (-nita) /や/niya (-niya) /は笑いがない状態からある状態へ進
むという点でこのグループに入れてもよいであろう。他方， Vlが/u/で、V2が/a/の場合には/i/から/u/
への連鎖の場合と向様， /puka(-puka)/， /tuka(-tuka)/， /huwa(四huwa)/， / duka (-duka) /に見るように，物
















いるという点である。さらに， V 1口 /0/かつ V2 =/a/の場合において， V 1 = /i， u， e/かつ V1 =/a/の
場合において見たような音や光，その飽の物質の進行を表すオノマトベが少ないこともまた/0/の特鍛と
る。/gota (-gota)ん/gowa (-gowa) /， / poka (-poka) /， /hoya (瑚hoya)/などは物の進行を形容したオノマ
340 小野浩司
トベとは言い難い。以上のことから， /0/を/a/以外の母音 (/i，u， e/)と区別する理由は十分ある一方
で，また/0/を/a/と同列の母音であると見なす理由もある。このようなことから，本論では従来型の(5)で
はなく， /0/を/a/に組み込んだ、(7)を新たに提案する。





さらに一歩踏み込んで， /0/を/e/だ、けで、なく， /a/よりもよ位に位置づけた(すなわち母音の配列を oく a
く Eく i，uと仮定した)。本論はこのような階層が従来型のソノリティー階層からあまりにも議離しすぎて
いると考える一方で， (5)の従来型のソノリティー階層にも問題があると考え，現時点では(7)を最も妥当な
階層として設定した。上で， V 1 =/0/かつ V2 =/a/の場合において， V 1ココ/i，u， e/かつ V2 =/a/の場
合において見たような音や光，その他の物質の進行を表すオノマトベが少ないことを指摘しが， しかし一













という CVCV基語に対しては下の図のように子音は二つ (/p/と/k/)存在するが，母音は一つ (/a/) し
か存在しないと考えてもよい。このように仮定することで制約(5)と(6)の適用を阻止することさが可能とな
る。なぜなら，これらの制約の適用には 2議類の母音 すなわち V1とV2の存在が必要不可欠だからで
ある。結果として， CVCV基語の二つの母音が同じ場合の数値の高さはわれわれの分析の反例にはなら
ないことになる。
(8) vowellayer a 
/ '"
p a k a 
I I 
consonant layer p k 
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